
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

第９号 

令和７年９月１日 

府中市立 

府中第八中学校 

〈
在
籍
生
徒
数
〉

 

 
 
 
 
 
 
 

全
校
生
徒
数
７
１
２
名 

〈
学
校
住
所
・
電
話
番
号
〉 

 
 
 
 
 

府
中
市
四
谷
一
丁
目
二
八
二
七 

 
 
 
 
 
 

電
話 

〇
四
二(

三
六
四)

一
八
八
一 

★
水
戸
市
の
小
学
校

の
先
生
か
ら
、「
中

学
生
に
と
っ
て
興
味

深
い
内
容
で
す
ね
」

と
い
う
感
想
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

１ 

〒182-0035 

八
中
だ
よ
り 

令和７年度体罰防止スローガン『未来を創る 子供の健康 傷つけさせない みんなの目』 

長
い
夏
休
み
を
終
え
て
、
学
校
に
は
元
気
な
生
徒
た
ち
の
声
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
夏
休
み
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
が
、
学
習
に
意
欲
的
に
取
り
組
ん
だ
り
、
家
庭
、
地
域
で
活
動
し
た
り
、
部
活
動
に
励 

ん
だ
り
す
る
中
で
有
意
義
な
と
き
を
過
ご
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
学
期
も
生
徒
た
ち
の
学
校
生
活
が 

充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
よ
う
、
教
職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
ま 

い
り
ま
す
。
一
学
期
に
引
き
続
き
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た 

し
ま
す
。 

 

「
夢
中
に
な
っ
て
や
っ
た
こ
と
」
…
初
め
て
の
冒
険
（
始
業
式
の
話
の
一
部
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

校
長 

髙
汐 

康
浩 

終
業
式
の
「
夢
中
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
話
を
し
な
が
ら
、
私
自
身
の
中
学
三
年
生
の

頃
に
ひ
そ
か
に
考
え
実
行
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。 

私
は
、
地
図
帳
が
大
好
き
だ
っ
た
。
初
め
て
地
図
帳
を
手
に
し
た
の
は
小
学
四
年
生

の
と
き
、
社
会
科
の
授
業
で
使
う
や
つ
だ
。
地
図
帳
を
見
始
め
る
と
、
時
を
忘
れ
て
没

頭
し
た
。
授
業
中
に
こ
っ
そ
り
と
見
て
し
ま
っ
て
先
生
か
ら
こ
っ
ぴ
ど
く
叱
ら
れ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
そ
の
地
図
好
き
は
そ
の
後
の
進
路
選
択
に
も
大
き
く
影
響
を
し
た
。
高

校
を
卒
業
す
る
と
あ
る
大
学
の
地
理
学
科
に
進
学
し
た
。
い
わ
ゆ
る
地
誌
学
と
か
、
経

済
地
理
学
と
か
、
文
化
地
理
学
と
か
、
自
然
地
理
学
と
か
、
そ
ん
な
研
究
を
す
る
学
科

だ
。
一
応
は
真
面
目
に
勉
強
し
た
が
、
私
は
地
図
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
の
地
域
の
こ
と

を
詳
し
く
知
る
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
行
く
、
そ
の
部
分
だ
け
に
強
い
興
味
が
あ
っ
た
。

高
校
ま
で
は
日
本
の
地
図
中
心
で
あ
っ
た
が
、
大
学
に
入
る
と
世
界
に
興
味
が
広
が
っ

た
。 地

図
好
き
で
得
を
し
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
は
、
誰
よ
り

も
方
向
感
覚
を
身
に
付
け
ら
れ
た
こ
と
だ
。
中
学
生
だ
っ
た
当
時
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ

ン
グ
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
が
流
行
（
は
や
）
っ
て
い
た
。
地
図
と
コ
ン
パ
ス
（
方
位
磁
針

の
つ
い
た
計
器
）
を
見
な
が
ら
野
山
を
駆
け
巡
り
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
通
過
す
る
タ

イ
ム
レ
ー
ス
だ
。
長
距
離
を
走
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、
中
学
二
年
生
の
と
き

に
、
初
め
て
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。
周
（
ま
わ
）
り
は
、 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
経
験
者
ば
か
り
だ
。
地
図
を
見
な
が
ら
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て

地
図
に
い
ろ
い
ろ
と
書
き
込
む
な
ど
の
準
備
を
し
な
が
ら
作
戦
を
立
て
て
い
る
。
私
も

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
場
所
を
地
図
に
書
き
込
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
し

て
ス
タ
ー
ト
を
待
っ
た
。
ス
タ
ー
ト
の
合
図
で
と
に
か
く
走
っ
た
。
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
に
向
か
っ
て
直
進
す
る
た
め
、
道
を
通
ら
な
い
。
崖
（
が
け
） 

を
よ
じ
登
り
、
沢
を
横
切
り
、
ま
っ
し
ぐ
ら
だ
。
そ
し
て
コ
ン
パ
ス 

に
は
頼
ら
な
い
。
ほ
と
ん
ど
勘
（
か
ん
）
で
進
ん
だ
。
結
果
は
、
第 

二
位
入
賞
だ
っ
た
。 

さ
て
、
中
学
三
年
生
の
と
き
に
ひ
そ
か
に
考
え
て
い
た
二
つ
の
計
画
の
う
ち
の
一
つ

に
つ
い
て
話
し
た
い
。
自
転
車
旅
行
と
ビ
バ
ー
ク
だ
。
中
学
卒
業
後
の
春
休
み
に
実
現

さ
せ
た
。
ビ
バ
ー
ク
と
い
う
の
は
野
宿
の
こ
と
、
シ
ュ
ラ
フ
（
寝
袋
）
で
一
夜
を
明
か

す
。
計
画
は
府
中
か
ら
埼
玉
県
の
川
越
に
ま
ず
向
か
う
。
川
越
か
ら
埼
玉
県
の
西
部
の

毛
呂
山
町
に
あ
る
鎌
北
湖
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
南
下
し
東
京
の
八
王
子
を
経
由
し
府
中

に
も
ど
る
計
画
だ
。
現
在
の
よ
う
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
け
れ
ば
、
携
帯
電
話
も
な

い
。
こ
の
計
画
を
進
め
る
た
め
に
図
書
館
や
近
所
の
本
屋
に
通
い
つ
め
た
。
本
屋
で
立

ち
読
み
を
し
な
が
ら
メ
モ
帳
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
て
店
主
に
叱
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
事
情
を
説
明
す
る
と
協
力
し
て
く
れ
た
。
一
泊
目
は
坂
戸
市
を
流
れ
る
高
麗
川
に

か
か
る
橋
の
下
に
決
め
た
が
、
い
わ
ゆ
る
ヤ
ン
キ
ー
に
絡
ま
れ
慌
て
て
逃
げ
た
。
近
く

の
大
家
神
社
（
お
お
や
じ
ん
じ
ゃ
）
に
逃
げ
込
み
事
情
を
話
す
と
、
神
社
の
神
主
さ
ん

が
本
殿
（
ほ
ん
で
ん
）
に
泊
ま
る
よ
う
勧
め
て
く
れ
た
。
二
泊
目
は
鎌
北
湖
畔
で
過
ご

し
た
。
二
泊
三
日
の
ビ
バ
ー
ク
は
ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
っ
た
が
、
す
べ
て
が
刺
激
的
で
新

鮮
だ
っ
た
。
自
宅
に
戻
っ
た
と
き
は
満
足
感
で
一
杯
だ
っ
た
。
そ
し
て 

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た
多
く
の
大
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ 

い
に
な
っ
た
。 

実
は
、
今
の
私
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
い
な
い
。
地
図
が
好
き
だ
。
冒 

険
心
も
あ
る
。
暇
が
あ
れ
ば
地
図
を
眺
め
、
そ
の
地
を
訪
れ
た
気
分
に 

な
る
。
そ
れ
で
は
気
が
済
ま
ず
実
際
に
足
を
運
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
体
験 

は
多
く
の
知
識
と
技
術
、
そ
し
て
、
生
活
の
活
力
や
心
身
の
健
康
を
与 

え
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い
る
。 

  

中学生のころの愛車（ロードマン） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和７年度体罰防止スローガン『未来を創る 子供の健康 傷つけさせない みんなの目』 

〔敬称略〕

称    〕 

 

★
☆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
（
男
子
）
★
☆ 

 

第
四
回 

松
ケ
谷
カ
ッ
プ 

第
２
位 

★
☆
卓
球
部
★
☆ 

 
第
６
４
回
東
京
都
中
学
校
総
合
体
育
大
会 

女
子
団
体 

第
３
位 

 

利
根
川 

花
奈 

藤
本 

ゆ
ず
な 

大
町 

夏
花 

細
井 

優
莉 

畔
上 

夏
実 

松
浦 

優
那 

中 

美
那 

嶺
川 

恵
実 

東
京
都
多
摩
地
区
中
学
校
卓
球
選
手
権
大
会 

女
子
団
体 
第
３
位 

利
根
川 

花
奈 

藤
本 

ゆ
ず
な 

大
町 

夏
花 

細
井 

優
莉 

畔
上 

夏
実 

松
浦 

優
那 

第
５
３
回
関
東
中
学
校
卓
球
大
会 

 

女
子
団
体 

第
１
ス
テ
ー
ジ 

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
１
位
通
過 

 

第
２
ス
テ
ー
ジ
初
戦
敗
退 

ベ
ス
ト
１
１
位
以
内 

 

利
根
川 
花
奈 

藤
本 

ゆ
ず
な 

大
町 

夏
花 

細
井 

優
莉 

畔
上 

夏
実 
松
浦 

優
那 

中 

美
那 

嶺
川 

恵
実 

第
１
回 

東
村
山
市
中
学
校
招
待
卓
球
大
会 

男
子
団
体 

優
勝 

小
川 

歩
優
樹 
中
村 

薫 

植
村 

頼
人 

髙
坂 

蒼 

中
山 
和
飛 

森
川 

優
人 

谷
本 

雅
弥 

女
子
団
体 

第
５
位 

嶺
川 

恵
実 
深
澤 
し
よ
り 

中 

美
那 

 

潮 

実
花 

大
島 
心
、
善
元 

明
花
里 

 

※
学
校
外
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
等
に
お
け
る
生
徒
の
活
躍
に 

つ
い
て
学
校
だ
よ
り
で
紹
介
し
ま
す
の
で
、
受
賞
等
が
あ
っ
た
場
合
は 

学
級
担
任
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

思
春
期
は
、
心
身
と
も
に
大
き
く
成
長
す
る
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
悩
み
を
も
つ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
悩
み
を
抱
え
て
し

ま
っ
て
困
っ
て
い
る
と
き
に
、
相
談
で
き
る
相
談
窓
口
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
の
で
、『♥
♡
安
心
♡
♥
』
し
て
く
だ
さ
い
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
不
安
や
悩
み
が
あ
る
と
き
は
…
一
人
で
悩

ま
ず
、
相
談
し
よ
う
」「
相
談
す
る
と
ど
う
な
る
の
？
？
」「
保

護
者
向
け
相
談
窓
口
一
覧
」
と
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
ほ
っ
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
ま
た
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク

リ
ッ
ク
す
る
こ
と
で
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。 

https://www.fuchu-tokyo.ed.jp/fuchu08c/02gaiyou/15108533456459d8e4a01a420230509142348.html 

https://ijime.metro.tokyo.lg.jp/message/ 

 

令和７年秋の全国交通安全運動 
運動期間 令和７年９月２１日（日）から３０日（火）まで 
交通事故死ゼロを目指す日 令和７年９月３０日（火） 

●
〇
九
月
の
主
な
予
定
〇
● 

 
 

八
日
～ 

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
練
習
期
間 

 

十
一
日 

生
徒
会
役
員
選
挙 

 
 

十
五
日 

敬
老
の
日 

十
八
日
、
十
九
日 

第
二
回
定
期
考
査 

 

二
十
三
日 

秋
分
の
日 

 

二
十
七
日 

土
曜
授
業
（
学
校
公
開
） 

□
■
九
月
の
生
活
目
標
■
□ 

 

・
学
校
生
活
の
リ
ズ
ム
を
取
り
戻
そ
う 

☆
交
通
事
故
に
注
意
！
特
に
道
路
横
断
時
の
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
！
☆ 

〇８９％の（前年度前期＋１）生徒が、学習や生活に目標をもって取り組んでいます。全体の 
３７％（前年度前期＋２）の生徒は「よく取り組んでいる」と回答しています。 

  特に３学年の生徒の肯定的回答の割合が高くなっています。３年生の９１％の生徒が学習や生活に 
目標をもって取り組んでいると回答しています。７０％の保護者の方が肯定的回答をしています。 

〇８１％（前年度前期＋２）の生徒が、防災に関する学習に意欲的に取り組んでいます。全体の３５％
（前年度前期＋８）の生徒は「よく取り組んでいる」と回答しています。 

  ３年生の８９％の生徒が肯定的回答をしています。上級生がよい手本となっていることがわかりま 
す。７１％の保護者の方が肯定的回答をしています。本年度は四谷小学校と連携した防災教育の取組を 
新たに行います。将来、主体的に地域の安全文化の構築に貢献できる生徒を育てていきます。 

◎９４％（前年度前期比±０）の生徒が、学級の活動、学校行事に進んで取り組んでいます。全体の 
６０％（前年度前期＋３）の生徒は「よく取り組んでいる」と回答しています。 

  ３年生の９８％の、１年生は９１％、２年生の９５％の生徒が肯定的回答をしています。９４％の保 
護者の方が肯定的回答をしています。 

◎９７％（前年度前期比＋１）の生徒が、交通ルール、社会のルール、学校生活の決まりを守っていると
回答しています。 

  秋の交通安全運動が始まります。自転車の交通ルール、自転車安全利用五則を再確認しましょう。 
９３％の保護者の方が肯定的回答をしています。 

◎９７％（前年度前期比＋２）の生徒が、友達などに思いやりの気持ちをもって接しています。全体の 
５２％（前年度前期比－４）の生徒は「よく取り組んでいる」と回答しています。 

  どの学年も肯定的回答が９５％を超えています。全体的にやさしい心や思いやりの気持ちがしっか 
りと育っていることがわかります。９３％の保護者の方が肯定的回答をしています。 

◎９８％（前年度前期比＋３）の生徒が、道徳の授業にしっかりと取り組んでいます。全体の５５％（前 
年度前期比＋１１）の生徒は「とてもよく取り組んでいる」と回答しています。 
豊かな心を着実に育む道徳科授業を行っていきます。９１％の保護者の方が道徳の授業はお子さん 

の心の成長に役立っていると回答しています。 
◆◇今年度も、教育活動に対するたくさんのご意見等を直接いただいております。ありがとうございます。◇◆ 
 

https://www.fuchu-tokyo.ed.jp/fuchu08c/02gaiyou/15108533456459d8e4a01a420230509142348.html
https://ijime.metro.tokyo.lg.jp/message/

